
はじめに

　現在、日本では技能実習や特定技能などのさまざ
まな制度を利用し、多くの外国人が介護の分野で働
き、その数は年々増えています。
　私は中国の湖南省から2022年に来日し、日本
の生活に慣れてきましたが、当時は文化や習慣の
違いに悩むことがありました。多くの外国人が活
躍する一方で、国や言葉、文化の違いで外国人介
護職員も事業所側も多くの悩みがあります。今回、
外国人介護職員、事業所双方の悩みを知り、今後
日本に来る外国人へのアドバイスや事業所の指導
に役立てたいと思い、アンケート調査を実施しまし
た。

取り組み

　外国人介護職員に対しては、出身国・滞在期間・
仕事の楽しさや悩み・生活の困りごと等について、

事業所に対しては、受け入れ人数・受け入れて良
かったこと・技術や日本語指導で困ったこと等の聞
き取りをしました。アンケートでは滋賀県内の外国
人介護職員計46名と、その外国人介護職員を受け
入れている11の事業所から回答を受け取ることが
できました。

結果と考察

　まずは外国人介護職員の回答からで、「出身国」に
ついては中国が21名と最も多かったです。「外国人
の在留資格」については技能実習1号が11名、技能
実習2号が12名、特定技能が13名、無回答が10名
でした。技能実習が3年経過した後に特定技能とし
て介護職を続ける外国人が多い傾向です（図表1）。
　「入国時の日本語レベル」については、最も多かっ
たのはN4でしたが、N3を取得している人も多くい
ました。特徴の１つとして、中国は入国時のN3以上
の取得率が66％に対して、他の国は20％でした。中

図表1  外国人介護職員の入国時の状況 図表2  外国人介護職員の受け入れの状況
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国人は漢字から言葉の意味を理解できることが影
響していると感じます（図表1）。
　「介護をして楽しいと思うこと」については、「利
用者の笑顔が見られたとき、介護技術が身についた
とき」など、日本の介護に魅力を感じる者が多くい
ました。「困ったこと」については、出身国、滞在期間
等に関係なく、「コミュニケーションの難しさ」が最
も多く、ほとんどの者が悩みをもっていました。
　次に、事業所側の調査では、「受け入れ人数につ
いて」はさまざまでしたが、多くの事業所が1つの国
から受け入れているといった特徴がありました。「今
後も受け入れる予定か」では、「施設に活気が出る」
などの意見から、70％の事業所が「今後も受け入れ
る」との回答でした。一方、「受け入れの手続き、管
理、生活のサポートなどに負担を感じる」といった
意見もありました（図表2）。
　「受け入れて良かったこと」の問いでは「日本人職
員への刺激や、事業所に活気が出た」といった意見
に加え、「熱心さや、明るさ」など、人柄に好印象をも
つ等の回答がありました。「指導で困ったこと」の問
いでは、外国人介護職員と同じように、多くの事業
所が「コミュニケーション」と回答しました。

ま と め

　調査では、ほとんどの外国人介護職員が日本の
介護に魅力を感じ、事業所側もさまざまなメリット
を感じていましたが、そのなかで、課題となるのが
「コミュニケーション」です。
　日本には、漢字、ひらがな、カタカナに加え、方言、
敬語といったさまざまな言葉が存在します。細かな

ニュアンスの違い、表現の違いで、コミュニケーショ
ンがうまく図れず、仕事に影響が出ることがありま
す。言葉の壁を乗り越えるためには、外国人介護職
員は日本の文化や言葉を学ぶこと、事業所側は外
国文化の理解と、ゆっくりと標準語で伝えることが
大切だと感じます（図表3）。

終わりに

　最後に私の感想を少し話します。私が日本に来
て一番印象に残っていることは「日本人の謙虚さ」
です。中国では敬語を使うと距離が離れてしまうと
考え、使う習慣がありません。最初は、なぜ、敬語を
使わないといけないのか理解できませんでしたが、
仕事のなかで、ご利用者は私たちに敬語で話しかけ
てくださり、何かを頼みたいときなど、迷惑をかけた
くない気持ちが伝わってきました。日本の生活に関
わってみて敬語はマナーだと感じました。これから
も日本の文化をたくさん勉強したいです。しかし、日
本語を覚えるのは本当に難しいです。

受賞その後

　私は技能実習が3年経過した後、特定技能に移行しました。

2026年2月の介護福祉士試験に合格でき自信もつきました。

現在は日本語検定N1、さらには看護師資格取得に向けて猛

勉強中です。

　これから日本に来て介護の仕事をする技能実習や特定技能

の外国人介護職員も最初は不安が強いと思います。国籍を問

わずサポートし、外国人介護職員を支えるリーダー的な立場

になって、日本の国や介護の魅力を伝えていければと思ってい

ます。

図表3  まとめ
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